
製造技術開発コース インターンシップ テーマ一覧

■インターンシップ概要

■インターンシップスケジュール

・有償インターンシップ（時給1200円）
・勤務時間は8:00～17:00 昼休憩 12:00～13:00
・交通費、昼食代の一部を支給
・宿泊はビジネスホテルをご用意
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製造技術開発コース インターンシップ テーマ一覧

■工場詳細 ■車両領域

■パワトレ領域

（詳細はHPにてご確認）

https://global.toyota/jp/company/profile/facilities/manufacturing-worldwide/japan.html


製造技術開発コース インターンシップ テーマ一覧

■名古屋オフィス

（詳細はHPにてご確認）

（詳細はHPにてご確認）

名古屋ミッドランドスクエア(23F～)

■上郷物流センター

https://global.toyota/jp/company/profile/overview/?padid=ag478_from_header_menu
https://global.toyota/jp/company/profile/overview/?padid=ag478_from_header_menu


■テーマ一覧(就業場所ごと)

テーマ名称 業務内容 必須条件（専攻、言語等） 機械 電気 制御 情報 材料 化学 その他

1 電池 本社 グロ－バル角型電池推進部
角型電池生産ラインシステムの構築およびデータ活用による
ロス低減

角型電池生産ラインシステムにおいてデータ収集、収集データの整理・まとめ、
データ活用の提案までシステム一連の流れを経験頂き、製造現場でのシステ
ム業務の流れを理解頂きたい。

特になし 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2 電池 本社 グローバル角型電池推進部 次世代電池の極板工程の生技開発
次世代電池の極板工程の生技開発に関する各種業務を実施いただきます。こ
れらを実施する上で、安全に作業したり計画的に物事を前進させることを実践
いだきたき、学びを得ていただきたいです。

特になし 〇 〇 〇 〇 〇 〇

3 水素 本社 本社水素開発製造部 ・次世代燃料電池の電極工程のプロセス開発
・次世代燃料電池のロール塗工プロセス開発

次世代燃料電池のコアである電極のプロセス開発に携わってもらい、設計図面
と生産プロセスの一体開発の醍醐味を味わいながら、化学反応から粘性流
体、機械工学、レオロジーなど、幅広い技術と知見を駆使して業務の一端を
担ってもらう。
材料調合、条件出し、実験、報告資料まとめ、など。

次世代モビリティーのコアユニットとなる
燃料電池に興味がある人なら歓迎。

〇 〇 〇
電気化学

粘性流体力学
熱流体力学

4 水素 本社 本社水素開発製造部 ・次世代燃料電池のセル工程のプロセス開発

次世代燃料電池のセル化生産プロセス開発に携わってもらう。
セル化の技術は、世界的にも技術開発が加速しており、一段とし烈な競争段階
に入っている。高速セル化技術の開発の一端を担ってもらいながら、新しい視
点で生産プロセスの改善提案をしてもらう。条件出し、設備構成DR、実験、報
告資料まとめ、など。

次世代モビリティーのコアユニットとなる
燃料電池に興味がある人なら歓迎。

〇 〇 〇
表面処理工学
応用物理学

熱力学

5 水素 本社 本社水素開発製造部 ・次世代燃料電池のスタック工程のプロセス開発

次世代燃料電池のスタックプロセス開発に携わってもらう。
スタック工程は、ユニットの最終工程のため、FCユニットの機能保証など、お客
様のニーズがダイレクトに落ちてくる工程。そのため、設計とのデザインレビュー
をはじめ、発電したときの性能保証、発電エージングプロセスの開発、BOP部品
の組付けプロセスなど、幅広い業務経験を体験してもらう。設計デザインレ
ビュー、エージング条件出し、設備構成DR、実験、報告資料まとめ、など。

次世代モビリティーのコアユニットとなる
燃料電池に興味がある人なら歓迎。

〇 〇 〇 ロボット工学

6 水素 本社 本社水素開発製造部 ・次世代燃料電池のデジタル生産支援の開発

次世代FC生産工場の、基幹インフラの開発と、デジタル生産支援ツールの開
発に携わってもらう。
基幹インフラは、AIを用いたデータコントロールセンタの構築業務に携わってもら
う。デジタル生産支援では、パイソンなどの言語を用いてビックデータを取り扱
い、生産工程の改善や、次世代工場の支援ツール開発に携わってもらう。

次世代モビリティーのコアユニットとなる
燃料電池に興味がある人なら歓迎。

〇 〇 〇 〇
AI工学

プログラミング言
語習得者

7 品質 本社 本社工場品質管理部 SAAを通じた規格の適正化と原価低減 良品廉価なモノづくりを目的とした既存規格の見直し 専攻：工学部系であればOK
言語：日本語

〇 〇 〇 〇 〇 〇

8
要素
技術

本社 本社工場鍛造部 鍛造設備の改善(データ解析、プログラム変更）や
生産現場での設備信頼性向上業務

①鍛造設備、ロボット等の改善業務（機械、制御等）
②各種計測器による設備データ解析
③トヨタ生産方式、工場技術員の働き方体験

特になし 〇 〇 〇 〇 〇 〇

9
要素
技術

本社 本社工場鍛造部 アルミ鍛造型設計の改善(CAE解析や実機トライ)や
生産現場の品質・TPS改善業務

①アルミ塑性加工の生産・製造技術業務
②CAE解析、2D、3DCADによる型設計改善
③トヨタ生産方式、工場技術員の働き方体験

特になし 〇 〇 〇 〇 〇 〇

10 電池 本社 本社機械部 電池ﾊﾟｯｸ量産ライン（PHEV, HEV）の改善 TPS改善、問題解決 特になし 〇 〇

11 電池 本社 本社機械部 電池ﾊﾟｯｸ量産ライン（BEV）の改善 TPS改善、問題解決 特になし 〇 〇

12
車体
溶接

本社 本社工場シャシー製造部 ランドクルーザー　フレーム品質向上
ランドクルーザー　フレーム溶接工程でのスパッタ低減のため溶接ワイヤーを変
更する。
それに伴う加工条件導出及び切替を行う。

理系専攻 〇 〇

13
車体
全般

本社 本社工場シャシー製造部 次世代ＦＣライン　製造準備 次世代ＦＣ用ラインとして実証設備を導入する。
それに伴う量産・維持管理体制の構築を行う。

理系専攻 〇 〇 〇

14 安全 本社 安全健康推進部 AIを使った姿勢推定で誰でも働ける生産現場に改善しよう！ 取組みの背景理解、現場見学、改善検討、まとめ 特になし 〇 〇 〇 〇 人間工学

15 安全 本社 安全健康推進部
トヨタの未来を支える電池生産の作業環境管理を体感しよ
う！

取組みの背景理解、現場見学、改善検討、まとめ 特になし 〇 〇 〇 〇 〇 産業衛生

16 安全 本社 安全健康推進部
モノづくりの未来に繋る生産現場の自働化安全技術を体感し
よう！

取組みの背景理解、現場見学、改善検討、まとめ 特になし 〇 〇 〇 〇 ロボット工学

17
パワー
トレー

ン
本社 パワートレーン製造基盤技術部 ギヤスカイビング加工の最適工具諸元設計 製品諸元を実現するためのギヤスカイビング加工の工具諸元を

設計、評価し、最適工具諸元設計法、設計指針を開発する。
特になし 〇 〇 〇 〇 〇 〇

18
パワー
トレー

ン
本社 パワートレーン製造基盤技術部 デジタル/AIを活用した自動車部品の画像検査装置の開発 ・撮像ロジック＆ 　検査装置検討 ・データ整理　　等 機械・情報・材料のいずれかの専攻であれば可 〇 〇 〇

19 品質 元町 車両品質部
内外装プロジェクト品質準備
～カッコいい新型車を立上げよう～

新車の内外装品質企画・開発から立上げまで、品質エンジニアとしての業務を
体験。
様々な設計者や仕入先の方と協力しながら世の中にクルマをお届けする達成
感を体感する
最新技術を用いて完成車を世界中でつくるために何をしているかを体験

・車両構造 または トヨタのモノづくりへの興味
・OAソフト基本操作スキル

〇 〇 〇 〇 〇

20 品質 元町 車両品質部
車両検査の設備開発
～新しい検査を作ってみよう～

車両工場最終、完成車検査ラインに設置する検査設備の開発を体験していた
だきます。機械・電気・画像処理etc.あらゆる手段の活用を検討し、検査工程・
設備を作り上げる実体験を現場でモノを見ながら実施していただきます。

・車両構造 または トヨタのモノづくりへの興味
・OAソフト基本操作スキル

〇 〇 〇 〇 　 　

21 品質 元町 車両品質部
クルマの無人搬送技術開発
～自分作成AIで自動運転させよう～

新価値創出・人間性尊重・生産性向上のため、完成車の無人搬送技術を企
画・開発・量産化推進中。その中の開発業務および現場導入・評価業務の一
端を体験いただきます。最終的にはAIモデルを製作し実際の完成車を制御し
ます。

・未来を変える情熱/自律性/協調性をお持ちの方
・OAソフト基本操作スキル、IT技術に関する基礎知

識
〇 〇 〇 〇 　 　

22 品質 元町 車両品質部
新型車アライメントSE
～トヨタの強み"SE"を経験してみよう～

トヨタのモノづくりの強み"SE(Simultaneous Engineering)"を体感できるテーマで
す。数値シミュレーションや実車を使った解析によって、設計図面の成立性を
検討し、品質・コストに優れたクルマづくりがどのように進められるか 経験頂きま
す。

・車両構造 または トヨタのモノづくりへの興味
・OAソフト基本操作スキル

〇 〇 〇 　 〇 　

23 品質 元町 車両品質部 次世代電子システム保証のソフトウェア開発

世界５０以上のラインで使われている、車両へのソフトウェアを実装したり、自動
検査を行うための設備がどのように作られているか、について、アプリケーション
を作ってもらって、それを実際のクルマでトライしながら業務を体感してもらいま
す。もし、良いアプリが出来たら、それが全世界の工場で使われるようになるか
も！？

・OAソフト基本操作スキル 〇 ○ ○ 〇 　 　 　

24 品質 元町 車両品質部
３万点もの部品の確かな品質管理
～トヨタ品質は仕入先様と共に～

自動車は約30000点の構成部品からなる工業製品です。その部品1つにでも
欠陥があるとお客様に安全・安心をお届けできなくなる恐れがあります。本テー
マではそんな部品を供給頂いている仕入先様と連携し、現場の品質改善、困り
事解決等に取組み、部品品質向上活動に参画頂きます。

・自動車業界やトヨタのモノづくりへの興味
・OAソフト基本操作スキル

〇 〇 〇 〇 〇 〇

25
無人
搬送

元町 物流・情報製造技術部 自動搬送ロボット(AMR)の制御システム開発 自動車生産工場内のAMRの動作効率を高めるために指示制御システムの機
能開発を行う (自らプログラミング)

・Excel, PowerPointなどの操作スキル
・プログラミングへの興味感心(Pythonの経験がある

と望ましい)
〇 〇 〇 〇

26
無人
搬送

元町 物流・情報製造技術部 Autowareを用いた屋外部品物流の3D-SLAM自動運転開発
車両生産工場で部品を無人運搬する自動運転産業車両のセットアップを実
施。また新規機能開発業務での計画・実装・トライ・評価により、自動運転機能
を鍛えていくプロセスを体験。

Linux, ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ（C++やPython等）の基礎知識を
有することが望ましい

※高度なスキルは不要
　 〇 〇

27
無人
搬送

元町 物流・情報製造技術部 社内物流拠点の自動化（AMR、協働ロボット等）の導入評価 ・「自動搬送ロボット(AMR)」「協働ロボット」「産業用ロボット」の実機を用いて、物
流拠点への導入前の評価を実施

・Excel, PowerPointなどのOffice操作スキル 〇 〇 〇 〇

28
生産
インフ

ラ
元町 物流・情報製造技術部 車両生産工場のオペレーション分析と改善案構築 車両生産工場でのオペレーション課題をモノと情報の流れ図で現状を見える化

し、IT等を活用しめざす姿のオペレーションを整理する体験を行う
・Excel, PowerPointなどのOffice操作スキル
・改善提案の基になるITソリューションの知見

　 〇 経営工学

テーマ
NO.

領域
就業場

所

テーマ 望ましい専攻系統
受入部署



29
生産
インフ

ラ
元町 物流・情報製造技術部

組立ライン作業のオペレーション設計と支援デバイス導入企
画

組立工程の作業者への作業指示を表示するデバイスの機能評価と導入に向
けた工程調査

・Excel, PowerPointなどのOffice操作スキル 　 〇 〇 〇

30
生産
インフ

ラ
元町 物流・情報製造技術部 物と情報の流れ図を用いた工場内物流の理解と改善提案 ムダを極限までなくして生産効率を追求するトヨタ生産方式(TPS)。物流の観点

でムダのない工程を知る事で、TPSに対する理解を深めていく
・Excel, PowerPointなどのOffice操作スキル

（情報整理、報告資料作成のため）
　

31 品質 元町 元町品質管理部 完成車両_電子システムの品質管理に挑戦！
未経験者大歓迎！

電子システム領域（安全運転支援システム、コネクティッドなど）の品質に関す
るトラブルシュートや現場困り事改善を通じて、品質管理業務についてを学んで
いただきます。
「未来のモビリティを支える仕事をしてみませんか？」安全運転支援システムや
コネクティッド技術に関わるトラブルシュートを通じて、品質管理の重要性を実
感できる体験が待っています。未経験の方でも安心して参加できるよう、丁寧に
指導します。一緒に成長し、魅力的な技術の世界に飛び込みましょう！

特になし 〇 〇 〇 〇 〇 〇

32 品質 元町 元町品質管理部
走りを極める！GRスポーツの品質管理体験
未経験者大歓迎！

元町工場ならではGRスポーツ車両の走行性能（サスペンションやブレーキな
ど）に影響する製造バラツキ低減活動を通して品質管理業務について学んで
いただきます。
「走行性能にこだわった車両の品質管理に挑戦しよう！」元町工場のGRスポー
ツ車両に関わり、サスペンションやブレーキの製造バラツキ低減に取り組むこと
で、実践的な品質管理スキルを身につけるチャンスです。未経験の方も大歓
迎！先輩たちがしっかりサポートしますので、安心して新しい挑戦を楽しんでくだ
さい。あなたの情熱が、走りの楽しさを引き出す力になります！

特になし 〇 〇 〇 〇 〇 〇

33 プレス 元町 元町工場車体部 GR車種のプレス部品製造準備業務 GR・少量車種専用工程の工程整備業務 日本語 〇 〇

34
車体
全般

元町 元町工場車体部 ボデー品質の号口維持管理業務 完成車品質改善、向上業務 日本語 〇 〇

35
車体
全般

元町 元町工場車体部 CFRP部品の製造準備、号口維持活動 量産前のCFRP部品の品質作り込み、量産中の部品の改善・品質向上活動 日本語 　 〇 〇

36
機械
加工

元町 元町工場機械部
協働ﾛﾎﾞｯﾄによるｱｸｽﾙ組付工程の自動化検討
（ｷｰﾜｰﾄﾞ：3Dﾋﾞｼﾞｮﾝ、協働ﾛﾎﾞｯﾄ、自動化）

製品SE・試作から国内・海外の生産ﾗｲﾝ構築まで幅広い業務領域を持つ元町
機械部において、①協働ﾛﾎﾞｯﾄでのｱｸｽﾙ部品組付けのﾗｲﾝ構想検討②実証
ﾄﾗｲ。

機械系
ロボット工学

〇 〇 〇 〇

37
機械
加工

元町 元町工場機械部
ｱﾙﾐ鍛造製ｱｸｽﾙ部品の高速高能率切削
（ｷｰﾜｰﾄﾞ：機械加工、ｱﾙﾐ切削、高速高能率加工）

製品SE・試作から国内・海外の生産ﾗｲﾝ構築まで幅広い業務領域を持つ元町
機械部において、ｱﾙﾐ鍛造ﾅｯｸﾙの高速高能率加工①切削工具や切削条件
ﾁｭｰﾆﾝｸﾞ②加工ﾄﾗｲ。

機械系
材料系

〇 〇 〇 〇 〇

38 組立 元町 元町工場組立部
車両組立ラインの品質問題解決業務や、新車種切替の為の
検討業務。

クルマ造りを支える製造技術員の業務を体験し、エンジニアリングを活用した困
りごとの解決や、新車種導入に向けた検討をバーチャルのみならず現地現物で
体験して頂く。

理系の学部/
学科/専攻の方

〇 〇 〇 〇 〇 〇

39 組立 元町 元町工場組立部
GRファクトリーで走りの拘り追求や、品質問題解決業務、新車
種切替の為の検討業務。

クルマ造りを支える製造技術員の業務を体験し、エンジニアリングを活用した困
りごとの解決や、新車種導入に向けた検討をバーチャルのみならず現地現物で
体験して頂く。

理系の学部/
学科/専攻の方

〇 〇 〇 〇

40 塗装 元町 元町工場塗装成形部 ・ボデー塗装工程の不具合低減
・上塗りブース省エネ活動

・不具合調査と対策検討 ・省エネ効果検証 特になし 　 〇 〇

41
樹脂
成形

元町 元町工場塗装成形部 ・バンパ塗装工程の不具合低減 ・不具合調査と対策検討 特になし 　 〇 〇

42 組立 元町 組立製造技術部 ３Dカメラと協業ロボットを用いたトレーアタッチ切替の自働化 自働化 特になし 　

43 組立 元町 組立製造技術部 新工場における「人にやさしい工程/設備づくり」 「人にやさしい工程/設備づくり」の
具体的工程/仕様への落とし込みを体験

特になし 〇 〇 〇 〇

44 組立 元町 組立製造技術部
トヨタの「ヒト中心のものづくり」とは？
生産工場の景色を変えるため、エンジニアが発揮する技術と
は何か。

現場の実情、困りごとを知り、
技術で解決する挑戦を体験する

特になし 〇 〇 〇 〇 〇 〇

45 組立 元町 組立製造技術部 設計から製造まで、データの一括管理（PLM)を目指したシス
テム開発

組立SHOP側で実施したい機能の確認や
改善提案を海外の仕入先と実施

特になし 〇 〇 〇 〇

46 組立 元町 組立製造技術部 組立ラインの設備検討におけるデジタル技術の活用。 設備導入時に活用する
デジタル技術の紹介と活用の実体験

特になし 〇 〇 〇 〇

47 組立 元町 組立製造技術部 組立工場におけるグローバルの標準工程企画 最新の車両における工程企画の一部を経験 特になし 〇 〇 〇 〇

48
樹脂
成形

元町 塗装成形製造技術部 誰もが働きやすい職場環境を目指した「人中心のモノづくり」
に向けた設備開発

トヨタのモノづくりのカギとなる生産技術を実体験。
車両樹脂部品を生産するラインの開発・計画・設計・導入業務。

特になし 〇 〇 〇 〇 〇 〇

49 塗装 元町 塗装成形製造技術部 3次元計測技術を用いたロボット位置補正技術の開発 塗装工程自動化拡大の為に必要な高精度位置補正技術開発を，
実サイズのクルマとロボットを使って体験

特になし 〇 〇 〇 〇

50 塗装 元町 塗装成形製造技術部

3Dスキャナー＋3Dプリンター塗装治具リバースエンジニアリン
グ＋公差決定
＋α＜ボデー塗装生産準備　L/O前後の現場協力・ワンチー
ム体験＞

ボデー塗装の生産準備最終段階の号口立上げの経験、
及び 生産準備を楽にする３Dプリンターの活用を体験

特になし 〇 〇 〇 〇

51 塗装 元町 塗装成形製造技術部 塗装品質向上に向けた工法開発 塗装材料と塗装工法の開発 及び
 生産準備する過程を体験する

特になし 　 〇 〇 〇

52
樹脂
成形

元町 塗装成形製造技術部 内装樹脂部品の生産準備と開発業務 「内装樹脂部品」の新車モデルへの切替業務と
製品品質向上の為の生産技術開発実験の体験

特になし 〇 〇 〇

53
樹脂
成形

元町 塗装成形製造技術部 外装樹脂部品（バンパー等）の生産準備と開発業務 外装部品の新車切替業務と生産技術開発実験の体験 特になし 〇 〇 〇

54 塗装 元町 塗装成形製造技術部 塗装中の膜厚測定技術開発 今までできなかった乾燥炉焼付前の膜厚管理を行い、
未来の塗装工場へ近づける

特になし 　 〇

55 塗装 元町 塗装成形製造技術部 センシング、画像処理による自動車塗装の可視化技術開発 センシング、画像処理により塗装ブース内の温度や気流、
噴霧された塗料粒子の動きを可視化し、クルマの品質保証に貢献。

特になし 〇 〇 〇 〇

56
樹脂
成形

元町 塗装成形製造技術部 サーキュラーエコノミー実現に向けた樹脂廃材の再利用化開
発

工場内外から発生する樹脂廃材の活用方法を検証し、
環境に良いクルマ開発に貢献する

特になし 〇 〇 〇



57
車体
プレス

元町 車体製造技術部 車体ボデーの造り込み

車体ボデーが組み上げるまでの一連の業務を体験いただきます
・溶接工程を経て部品が車が形になっていくまでの過程を体感
・ボデー骨格が出来あがるまでの一連のエンジニアリング業務
モノづくりを最前線で現地現物で体感できます

特になし 〇 〇 〇 〇

58
車体
プレス

元町 車体製造技術部 トヨタの「いいクルマづくり」とは？
かっこいいデザインを具現化する外板部品の造り込み

全世界のプレス工場に新しいプレス技術の導入をリードする生産技術部署で
現地現物とデジタル解析（CAD・FEM）を用いたトヨタの最先端のエンジニアリン
グ業務を体験

特になし 〇 〇 〇 〇

59
車体
プレス

元町 車体製造技術部 トヨタの「いいクルマづくり」とは？
　安全と走りを支えるシャシー部品の造りこみ

全世界のプレス工場に新しいプレス技術の導入をリードする生産技術部署で、
クルマの走行性能(走る・止まる・曲がる)を左右するシャシー部品を、デジタル
技術を駆使して作りこんでいきます。
現地現物とCAD・FEM解析を用いたトヨタの最先端のエンジニアリング業務を体
験してみませんか？

特になし 〇 〇 〇 〇

60
車体
プレス

元町 車体製造技術部 プレス品から車体ボデーの造り込み

・デジタル×現物の融合の体験
・解析実習（テーマ設定→まとめ＆報告あり）
・現地現物で解析（パネルを触って解析実習）
※タイミングによって多少の内容変更あり

特になし 〇 〇 〇 〇

61
車体
溶接

元町 車体製造技術部 非破壊検査装置開発 非鉄金属の溶接欠陥メカニズム解析及び
装置ロバスト性検証

特になし 〇 〇 〇 〇

62
車体
溶接

元町 車体製造技術部 亜鉛メッキ鋼板のレーザークリーニング技術開発評価 亜鉛メッキ表面のクリーニング現象解析
およびパラメータ検証

特になし 〇 〇 〇

63
車体
全般

元町 車体製造技術部 「トヨタのクルマってどうやって作ってるの？」
クルマづくりを支えるロボティクス開発を知る

産業用ロボットを軸とした周辺機器を含めたロボティクス開発で
製造現場でどのような技術が使われどのような開発をしているかを
体験する事ができます

特になし 〇 〇 〇 〇

64
車体
溶接

元町 車体製造技術部 「トヨタのクルマってどうやって作ってるの？」
抵抗スポット溶接の技術開発を知る

クルマづくりにおいて、鉄板と鉄板を接合することは重要な技術です
その中のひとつが抵抗スポット溶接
トヨタの抵抗スポット溶接技術の現状を知ることができます

特になし 　 〇 〇 〇

65
車体
溶接

元町 車体製造技術部 「トヨタのクルマってどうやって作ってるの？」
トヨタ独自のレーザー溶接技術を知る

クルマづくりにおいて、鉄板と鉄板を接合することは重要な技術です
その中のひとつがレーザー溶接
トヨタ独自のレーザー溶接技術の現状を知ることができます

特になし 　 〇 〇 〇

66
車体
プレス

元町 車体製造技術部 次世代プレス生産ライン開発
未来の工場を変える次世代プレス生産ラインの開発現場を体験。
最新のレーザー技術、TPSに基づく物流自動化技術、DX、海外新工場計画な
どを実際の設備に触れながら実業務を通して体験。

特になし 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

67 物流 元町 車両物流部 完成車物流における自動化の推進 自動化機器開発 特になし 〇 〇 〇 〇 〇

68 品質 高岡 高岡工場品質管理部 量産車両の品質向上活動（内外装/車両機能） 量産の中でどのような品質問題があるのか
不具合の解析や対策検討、実車の評価を実体験

特になし 〇 〇 〇 〇 〇 〇

69
車体
全般

高岡 高岡工場車体部 電池パック工場　製造DX技術の推進
（検査、設備兆候管理、良品条件監視など）

導入中のDXアイテムの構築
特になし

出来ればデータ分析や機械、化学などある程度の
専門知識があればベター

〇 〇 〇 〇 〇 〇
専攻によって

テーマを設定可
能

70
車体
プレス

高岡 高岡工場車体部
プレス工場　材料＆型搬送の自動化
ＴＰＳを基本するトヨタらしさに拘ったシステム検討 AGF導入検討 自動クレーン導入 レイアウト検討 特になし 〇 〇 〇 〇 〇 〇

71 塗装 高岡 高岡工場塗装成形部
現場のデータから、加工最良条件を探し出す！
現地現物とデータ解析で射出成形のベスト条件を導き、検証
する、製造エンジニアの醍醐味を体験

射出成形のデータ解析と検証 特になし 　

72 塗装 高岡 高岡工場塗装成形部
工場エネルギーマネージメントを学ぶ！
最新CN技術が盛り込まれた塗装工場で、既存技術の効果検
証や、新技術のデータ解析・提案などを体験。

塗装工場のエネルギー解析と提案作成 特になし 　

73
樹脂
成形

高岡 高岡工場塗装成形部
最新自動化装置の導入に密着！
検査装置の精度向上をトライアルの計画から実行・評価まで
やっていく設備導入の醍醐味を体験。

装置導入のトライアルを実践 特になし 　

74 組立 高岡 高岡工場組立部 トヨタ生産方式と最新技術を使った生産現場の改善活動 トヨタ生産方式を使い、BEV組付け工程のムダ等の
洗い出しとそれを解決する案作成と実施

特になし 〇 〇 〇 〇 〇

75 組立 高岡 高岡工場組立部 協働ロボットを使った重量物移載の検証 協働ロボットの弱点である低可搬重量を克服するため、
重量補助装置との同期制御の検証を実施

特になし 〇 〇 〇 〇

76 組立 高岡 高岡工場組立部 自律走行台車（ROS）と協働ロボットによる部品ピック作業の
工程改善

自律走行する台車と協働ロボットを組み合わせた技術で、
部品を準備する作業を自動化

特になし 〇 〇 〇 〇

77 組立 高岡 高岡工場組立部 AIを活用した品質保証度向上活動 誤欠品防止のためにAIカメラを導入し、
人に頼らない車両仕様検査を実施

特になし 〇 〇 〇 〇

78 品質 堤 堤工場品質管理部 ５メートルの車をミリ単位で造込め！
～クラウン美しさの秘密～

建付け・見栄えを始めとする
号口不具合問題解決を通じた品管業務の理解

特になし 〇 〇

79 品質 堤 堤工場品質管理部 世界一の量産工場に向けた検査データ解析 データ活用 問題解決 専攻は特になし
研究等でデータ活用の経験がある方

〇 〇 〇 〇

80
車体
プレス

堤 堤工場車体部 自動化技術やデジタル技術を活用したプレスラインの生産性
向上

プレスラインのさらなる生産性向上を目指してトヨタ生産方式（TPS）に基づいて
現地現物で生産性改善するプロセスを、モノづくりの最前線で体験いただきま
す。

日本語 〇 〇 〇

81
車体
溶接

堤 堤工場車体部 自動化技術や画像解析を活用したボデー溶接工程の生産
性向上

協働ロボットやAIカメラを活用し有人工程を自動化するプロセスを、
モノづくりの最前線で体験いただきます。

日本語 〇 〇 〇

82 塗装 堤 堤工場塗装成形部 塗装工程の新車種立上げ製造準備 塗装工程の新車種立上げに向けた実施内容把握、
品質造り込み(パトカー、マット塗装など)

特になし 〇 〇 〇

専攻が異なって
も
大きな支障はあ
りません

83
樹脂
成形

堤 堤工場塗装成形部 成形工程の物流自動化 AGV/AMRを用いた物流の自動化/改善業務 特になし 〇 〇 〇

専攻が異なって
も
大きな支障はあ
りません

84 組立 堤 堤工場組立部 車両組立工程で、品質向上及び生産工程維持と改善

組立工程は車両生産の最後の製造工程です。完成車両に接する事が出来る
ので、車を作っていると言う満足度が高いです。
その組立工程でトヨタの車作りや工程と品質作りを学び、そして改善をしていき
ましょう。
（トヨタを支えるプリウス、カローラ、クラウンの生産を通じてトヨタの現場を学ぼ
う！）

特になし 　

85
車体
全般

堤 堤工場部品製造部 製品の運搬自動化に伴う技能員の作業改善
重量物の運搬を自動化し、作業を楽にする改善を行います。
その中で、自動運搬システムを理解し、最後は技能員を楽にする改善を体験
してもらいます。

特になし 〇 〇 〇



86
車体
全般

堤 堤工場部品製造部 フロントサスメン溶接工程の生産能力向上 既存のフロントサスメン溶接工程に設備を追加し、生産能力を向上させます。
ライン改造を実際に経験してもらいます。

特になし 〇 〇 〇

87 品質 田原 田原工場 品質管理部 量産車の問題解決チャレンジでモノづくりと感謝される喜びを
体験

車両の内外装に関する不具合の調査・解析と改善です。
仲間と協力しながら、生産車やプロジェクトでの課題に対し、現場で原因を探り、
設計や製造へ改善提案を行います。内外装はお客様が最初に触れる部分で
あり、美しさだけでなく触感や操作感といった五感に訴える品質が求められま
す。出荷の基準だけでなく、お客様目線での“感じる品質”を追求し、全体最適
な品質管理とは何かを体験することが出来ます。

特になし 　

88 品質 田原 田原工場 品質管理部 エンジンから車両まで、モノづくりを支える鋳造部品品質向上
活動

形なきものから、未来の形を創造する、注目の鋳造技術でのモノづくりと品質向
上の取組みです。
田原工場では鋳造技術で形を造るところからエンジン車両の完成まで、スルー
でクルマづくりの喜びを感じながら技術的に品質向上に取り組みます。

特になし 　

89 品質 田原 田原工場 品質管理部 レクサスエンジンの品質向上で更なる競争力向上へ

電動化が進む中で改めて存在意義が見直されているエンジン。更なる競争力
向上に向けて品質向上に取り組みます。
田原工場で生産するレクサスやランクルなどの高出力高トルクの大型エンジン
の品質保証・品質向上の取り組みを体験頂けます。

特になし 　

90 品質 田原 田原工場 品質管理部 走る、曲がる、止まるに関わる機能や先進安全技術の品質
向上活動

お客様の期待値や法規規制に対するトヨタの出荷規格の考え方を知り、
不具合解析から作り手や設計の苦労とモノのバラつきを学び、全体最適な品
質管理の仕組みを体験いただきます。

特になし 〇 〇 〇 〇 〇

91
車体
全般

田原 田原工場車体部 “型”破りなものづくり、金型レス×レーザーBLで工程革新

「金型レス」×「レーザーBL（ブランキング）」という最先端技術を通じて、製造業
の“今”と“これから”を体感。
工程設計・加工・工程改善までを一貫して経験し、技術力だけでなく、課題解
決力・プレゼン力も磨く

技術系 〇 〇 〇 〇 〇 〇

92
車体
全般

田原 田原工場車体部 新BEVラインを協働ロボットでもっと安全で競争力のある工程
へ

新BEV工場に向けた協働ロボットを活用した、より安全で競争力のある工程づく
り
TPSに基づいた自動化改善

技術系 〇 〇 〇 〇 〇 〇

93
車体
全般

田原 田原工場車体部 世界最速＆最高品質の魅力あるフレーム溶接ラインを目指
して

ロボット/治具の知識＆条件変更のノウハウを習得してもらい、
品質と生産性を両立させたアーク溶接の極限に挑む。

技術系 〇 〇 〇 〇 〇 〇

94
車体
全般

田原 田原工場車体部 電着塗装の品質を暗黙知→形式知へ：世界一の防錆品質
を目指して

防錆技術はノウハウの塊。それらを解き明かし、人に頼っている生産工程を１つ
１つ設備で行えるよう要素技術を開発する。
将来的に全自動化にするためのステップを体験していただく。

技術系 〇 〇 〇 〇 〇 〇

95 塗装 田原 田原塗装成形部 ボデー下地塗装における塗装品質の維持向上に向けた取り
組み

管理すべき塗装品質の測定と品質規格の確認、
およびより確かな品質維持確保に向けた改善の体験

特になし 〇 〇 〇 〇
専攻が異なって
も大きな支障は

なし

96 塗装 田原 田原塗装成形部 ボデー中上塗装における塗装品質の維持向上に向けた取り
組み

管理すべき塗装品質の測定と品質規格の確認、
およびより確かな品質維持確保に向けた改善の体験

特になし 〇 〇 〇 〇
専攻が異なって
も大きな支障は

なし

97 塗装 田原 田原塗装成形部 ホットメルト工法を用いたバンパーリサイクル性向上の取組 ホットメルト塗布方法の検証と塗布後の品質確認
ならびに改善提案

特になし 〇 〇 〇 〇
専攻が異なって
も大きな支障は

なし

98
樹脂
成形

田原 田原塗装成形部 AIを活用したスラッシュ成形品の良品条件見極め 成形品のデータ取得・分析を実施し良品条件の閾値を策定。
設備要件に織り込む仕様を検討。

特になし 〇 〇 〇 〇 〇
専攻が異なって
も大きな支障は

なし

99 組立 田原 田原工場組立部 デジタル技術とTPSを活用した車両/部品 誤欠品検査シス
テムの構築

判定用画像の設定 システム構築 エクセル/パワポ資料作成 〇 〇 〇 〇 〇 〇

100 組立 田原 田原工場組立部 TBP・TPSを活用した車両品質向上への取り組み 品質向上活動 エクセル/パワポ資料作成 〇 〇 〇 〇 〇 〇

101 塗装 田原 田原工場レクサス製造部 レクサス/センチュリー塗装品質生産性向上
・最高級塗装品質製造工程での品質工程改善
・最先端自動化技術導入による生産性向上
・ＡＩ、デジタルツールを活用した品質保証向上

特になし 　 〇 〇 〇 〇 〇

102 組立 田原 田原工場レクサス製造部 レクサス車両組立製造工程を現場で学ぶ ・レクサス量産製造工程での品質・工程改善
・３Ｄデータ検証や実車での車両組付評価

特になし 〇 〇 〇 〇

103 エンジン 田原 田原工場エンジン製造部 T24Aターボエンジン組付ラインの可動率向上 可動率低下のネックを見極めて工程の対策を行う。 特になし 　

104 エンジン 田原 田原工場エンジン製造部 V３５Aブロック ダイカストラインの生産性向上 ラインの状況を把握し様々な角度から生産性向上を図り、
高負荷対応を行う。

特になし 　

105 電池 下山 グローバル角型電池製造部
BEV車用バッテリーの封口体工程における
設備停止率低減

トヨタ自動車では初となるBEV車載用電池生産ラインの量産設備の完成度向
上業務に参画いただきます．その中でも，セル部品である封口体の生産工程に
おける設備停止対策を通じトヨタの問題解決の実践を体感いただきます．

特になし 〇 〇 〇 〇 〇 〇

106 水素 下山 下山工場水素開発製造部 FCタンクのCFRP強度改善を狙った樹脂含浸工法の開発
FCタンク（CFRP）の構造知識を習得。
炭素繊維への樹脂含浸メカニズム、疲労強度への影響調査を行い、簡素で信
頼性の高い含浸工法を検討する。

エクセル、パワーポイント等のパソコン操作 〇 〇 〇 〇 〇

107 水素 下山 下山工場水素開発製造部 未利用水素を活用した工場CN実証 FCタンク生産時に廃棄される水素を活用し、
工程間搬送FC化や食堂での水素給湯の導入実証を行なう。

エクセル、パワーポイント等のパソコン操作 〇 〇 〇 〇

108 品質 上郷 上郷工場・下山工場品質管理部 製造データを活用した高品質エンジン作りのチャレンジ体験 エンジン生産工程および設備の基礎知識を学びながら、
製造データと製品品質の関係を分析し、品質向上に取り組んでいただきます。

エクセル、パワーポイント等のパソコン操作、プログラ
ミング基礎

〇 〇 〇 〇 〇

109 品質 上郷 上郷工場・下山工場品質管理部 エンジン製造現場での課題を通じた
トヨタの問題解決体験

エンジン製造現場で発生する課題に対し 原因究明から対策まで
一通りの問題解決に取り組みます

エクセル、パワーポイント等のパソコン操作 〇 〇 〇

110 エンジン 上郷 上郷・下山工場エンジン製造技術部 ﾚｰｽ、復刻、量産ｴﾝｼﾞﾝ何でも作れる夢のﾗｲﾝに向けたﾌﾟﾁ
開発

機械加工ラインの開発体験を通じて、エンジンという最高品質の製品を実現さ
せるために必要な
「最新技術」「匠の技」「デジタルやTPSを駆使した生産システム」「それらを支え
る人」「モノづくり最前線の職場」に触れていただけます。

特になし 〇 〇 〇 〇 〇 〇

111 エンジン 上郷 上郷・下山工場エンジン製造技術部 お客様に最高のエンジンを届ける！エンジン組付ラインの稼
働安定化でモノづくりに貢献

品質保証に活用されている画像検査装置の信頼性向上活動に参加していた
だき、
品質保証体制と画像処理の要素技術に触れることで、モノづくりの難しさ楽しさ
を体験

特になし（日本語はできて欲しい） 〇 〇 〇 〇 〇 〇

112 エンジン 上郷 上郷・下山工場エンジン製造技術部 未来のエンジンラインに向けた加工ラインの生産性向上技術
開発・評価

開発アイテムの評価・号口導入検討および、
号口課題を通したトヨタの問題解決（エンジン開発技術、自働化）。

特になし 〇 〇 〇 〇 〇

113
要素
技術

上郷 上郷・下山工場エンジン製造技術部 ダイカスト工程での”モノづくり”で現場で起きる事象をデータで
解き明かし現象を解明する

現地現物で製品や設備を観察しより良い設備・
条件を解き明かし、改善に繋げる

特になし 〇 〇 〇 〇

114
要素
技術

上郷 上郷・下山工場エンジン製造技術部 双腕ロボもしくは犬ロボットの実証
双腕ロボもしくは犬ロボを模倣学習もしくは強化学習を用いて物理AIをﾁｭｰﾆﾝ
ｸﾞし、
現場への導入を目指して実証試験を行う。

特になし 〇 〇 〇 〇



115 エンジン 上郷 上郷・下山工場エンジン製造技術部 未来工場を実現する革新エンジン組付ライン開発 革新組付ラインに導入予定のヘッドサブ組付開発機の基礎評価・
データ分析を通じてモノづくりの難しさと楽しさを体験頂きます。

特になし 〇 〇 〇 〇 〇 〇

116
機械
加工

三好 三好工場・明知工場製造技術部 生産データの収集および利活用によるユニット製造現場の業
務改革

設備データ等の収集や利活用を自ら検討・実装し、
ユニット製造現場における働き方の変革を目指し活動していただきます。

基本的なPCスキル、Excel等 　

117
機械
加工

三好 三好工場・明知工場製造技術部 駆動系ユニットの加工・組付工程における生産準備業務
量産ライン改善における製造技術業務

駆動系ユニット（ドライブシャフト・プロペラシャフトなど）の
新モデル・量産ユニットにおいて、生産ラインを構築する生産技術の業務や、
量産ラインの生産性などを技術的に改善する製造技術の業務を、チームで一
緒に活動していただきます。

基本的にPCスキル、Excel等 　

118 品質 三好 三好工場・明知工場品質管理部
駆動ユニット　デファレンシャルを通じ、トヨタ品質管理を学
び、品質造り込みと、車両振動への影響を知り、振動騒音へ
の感性向上をはかる

トヨタ購入品メーカーの品質を確保し、トヨタ内製での精密加工への影響を確認
後、
車両振動への影響を確認し車両品質の確保まで体感してもらう

特になし 〇 〇 〇 〇 〇 〇

119 品質 三好 三好工場・明知工場品質管理部
トヨタの品質造り込み体験：
駆動ユニット（ドライブシャフト）の生産ライン構築において、ど
の様に品質が造り込まれていくのかを体験

品質データの分析、統計。
統計データに基づく、品質保証装置の設定、確認頻度、タイミングなどの品質
保証ネットワーク（QA-N）の構築

特になし 〇 〇 〇 〇 〇 〇

120 品質 三好 三好工場・明知工場品質管理部
駆動ユニット（プロペラシャフト/ﾄﾞﾗｲﾌﾞｼｬﾌﾄ/デフ）部品の品
質適正化活動
※車両目標での各部品の品質適正化

仕入先様が苦労中の困り事（製品図面要求や各工場の個別要求）を
設計・車両工場と連携し課題解決に導くことで競争力向上（コスト・人員余力創
出等）への貢献を体感

特になし 〇 〇 〇 〇 〇 〇

121 電池 明知 グロ－バル角型電池推進部 角型電池生産ライン立上げおよび各種評価

角型電池生産設備の完成度向上に向け、トライ評価計画、サンプル評価、評
価結果まとめなどを実施いただきます。これらを実施する上で、安全に作業した
り計画的に物事を前進させることを実践いだきたき、学びを得ていただきたいで
す。

特になし 〇 〇 〇 〇 〇 〇

122 電池 明知 グローバル角型電池製造部 BEV車用バッテリーの電極巻取り工程品質の安定化
トヨタ自動車では初となるBEV車載用電池生産ラインの量産設備の完成度向
上業務に参画いただきます．その中でも，セル電極体の組立工程における設
備停止要因の調査を通じてトヨタの問題解決の実践を体感いただきます．

特になし 〇 〇 〇 〇 〇 〇

123 電池 明知 グローバル角型電池製造部 BEV車用バッテリーの活性化工程品質の安定化

トヨタ自動車では初となるBEV車載用電池生産ラインの量産設備の完成度向
上業務に参画いただきます．その中でも，セルの活性化工程における品質向
上、設備停止対策をテーマに要因の調査をすることでトヨタの問題解決の実践
を体感いただきます．

特になし 〇 〇 〇 〇 〇 〇

124 駆動 衣浦 衣浦工場駆動H・EV製造技術部 次期e-axleユニット　加工ラインの自働化開発 次期e-axleユニットの部品加工ラインにおける検査
および搬送工程にロボットやAIを用いた自動化技術の開発と導入を行う。

理系の学部・学科・専攻の方 〇 〇 〇 〇

125 駆動 衣浦 衣浦工場駆動H・EV製造技術部 次期e-axleユニット　新規部品の工法開発と
自働化開発

次期e-axleユニットの新規開発部品である熱マネモジュールの工法開発及び
ロボット、AIを用いた
自働化技術開発を行う。

理系の学部・学科・専攻の方 〇 〇 〇 〇

126 駆動 衣浦 衣浦工場駆動Ｈ・ＥＶ製造技術部 電動駆動ユニット（HEVトランスアクスル）
部品量産ラインの自働化技術開発

電動駆動ユニット（HEVトランスアクスル）部品ラインの24時間無人稼働に向け
て
ロボットを用いた手作業工程の自働化技術導入業務を行う。

理系の学部・学科・専攻の方 〇 〇 〇 〇

127 品質 衣浦 衣浦工場品質管理部 検査技術（非破壊検査、AI画像検査）の開発と
号口導入

浸炭部品の非破壊検査化、AI画像検査の実装および
維持管理（保守保全）について

特になし 　 どの専攻でもOK

128 品質 衣浦 衣浦工場品質管理部 クルマ屋としての品質向上活動 車両評価（NVH）からユニットAssyや
単品評価までの各種評価を通した問題解決

特になし 　 どの専攻でもOK

129
要素
技術

衣浦 衣浦工場鋳鍛造部 鍛造・熱処理工程における最新センシング技術を用いた競争
力向上

①鍛造成形の超高密度情報をリアルタイムで可視化しながら、疲労破損の予
兆検知業務を行う
②計測技術を活用し、鍛造・熱処理品質に与える影響因子の明確化と品質向
上の取組み業務を行う
③自働運搬装置の立ち上げに伴う制御ロジックの構築と最適化ルートの立案

必須条件は
特にありません

〇 〇 〇 〇 〇 〇

130
要素
技術

衣浦 衣浦工場鋳鍛造部 BEV用多機能ダイキャスト部品の品質向上とTPSを基軸とし
た工程設計

①鋳造CAE解析技術とトヨタの問題解決手法を用いた品質向上業務
②トヨタ生産方式（TPS）による人中心の工程設計業務
③生産設備におけるAI技術活用による生産効率化業務

必須条件は
特にありません

〇 〇 〇 〇 〇 〇

131 物流 名古屋 車両物流部 完成車物流における品質を担保した物流/積載技術の探求 新車製準 特になし 〇 〇 〇 〇

132 物流

上郷物
流

セン
ター

生産部品物流部 【TPSを体験】物流拠点における課題解決・工程能力改善活
動

TPSの考え方・手法を用いながら、現在自動化が急ピッチで進んでいる実際の
物流工程で、設備異常やその他不備で生じる工程の停滞要因を調査し、その
対策提案や実行を行うテーマです。
トヨタのものづくりの強みを感じてもらえます。

特になし 〇 〇 〇 〇

133 物流

上郷物
流

セン
ター

生産部品物流部 【TPSを体験】物流拠点のオペレーション調査・分析・改善
輸出部品を扱う物流拠点にて、部品特性や梱包作業・設備稼動率などを
現地現物で調査・分析し、TPSの考え方・手法を用いながら実際に改善を図る
体験テーマです。

特になし 〇 〇 〇 〇
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